






研究目的

　本研究代表者は最近ラット未着床胚盤胞の形態ならびに染色体分析法を開発

し,排卵遅延によって生ずる退行変性卵から発生異常,染色体異常,特に多倍体

が増加することを確認した。

　LH 分泌抑制による遅延排卵の結果生ずる卵の退行変性と経口避妊薬による

抑制排卵後の卵の状態を同一視することはできないが,予定を越えて長期間濾

胞内に滞留した卵に何等からの質的変化が生ずる可能性は否定出来ない。更に

経口避妊薬の使用による性腺刺激ホルモン分泌不全は投薬停止後も継続する可

能性がある。


